












　先の計画に従い、 1年間で「春夏」「秋冬」の計 2回実施した（表 1参照）。参加された保
育者に対しておやつの料理教室（次頁写真参照）を行い、食育に関わる内容を含む一口コラ


























実施日 調理したおやつ 配布資料のコラム内容 学生ボランティア 参加保育者（子）
7月27日 ずんだの水餃子 暑い時期の水分補給とジュース 9名 7名（10名）
11月30日 チーズ入りれんこん餅簡単！　焼きりんご 手作りおやつで食物繊維を！ 5名 3名（ 3名）
［調理したおやつ及び活動の様子］
［ま と め］
　 4年間の継続事業を行ってきたが、児童学科の棚橋先生の本年度 3月末のご退職に伴い、
本事業は一時終了とする。最終年の今年度は、クリニックの調理実習室で保育者を対象に調
理実習を行って、保育者と交流しながら子どもの食について話す機会となった。これまでの
事業を以下にまとめた。③ように、親子で食べ物とのふれあいから実際の調理への参加がで
きるようになれば、子どもの食べ物への関心はさらに高められると考えられる。
　①　2010～2012年度の取り組み
　　　子ども：食べ物と触れ合う遊び活動→保育者とおやつを食べる
　　　保育者：子どもが食べ物と触れ合う遊び活動を見学・参加→子どもとおやつを食べる
　②　2013年度の取り組み
　　　子ども：食べ物と触れ合う遊び活動→保育者とおやつを食べる
　　　保育者：おやつの調理→子どもとおやつを食べる
　③　今後の発展
　　　子ども（対象年齢を上げて）：おやつの調理→保育者とおやつを食べる
　　　保育者：おやつの調理→子どもとおやつを食べる
 （桂　博美）
春夏：ずんだの水餃子 春夏：活動の様子（遊び活動）
秋冬：チーズ入りれんこん餅 秋冬：活動の様子（料理教室）
